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１．はじめに

日本では『羅生門』を知らない人はほとんどい

ないだろう。中河督裕と吉村裕美（2000）の統計

によると、『羅生門』は筑摩書房や右文書院など

の24の高校国語の出版社に教材として採用されて

いる。芥川龍之介の『羅生門』と魯迅の『故郷』

と中島敦の『山月記』は戦後で一番多く採用され

ている「定番教材」となっており、日本の中高生

の教養的な作品になっていると言える。特に『羅

生門』の場合、日本だけではなく、「海外の芥川

への注目度も高まり、芥川作品の翻訳は、世界四

十カ国を上回り、翻訳数は500に達しようとして

いる。一種の『芥川現象』の出現である。」（関口

安義2004：p.365）。『羅生門』は中国では映画と

しても名高い。

本研究においては、日本における『羅生門』に

関する作品論と教材論の先行研究、特に教材論の

先行研究を踏まえながら、中国における『羅生

門』の教材としての採用状況をアンケートし、ア

ンケート結果を考察した上で、『羅生門』を日本

語学習者の教材とする価値と可能性を、学生の想

像力を鍛えられることや、総合的に学習者のレベ

ルアップができることや、日本語話者とのカル

チャーショックが減らせることなどの面から論じ

てみる。

また、教材として、指導の方法を提案するた

め、アンケート調査に先立ち、南京工業大学日本

語科４年を対象とし、『羅生門』の授業を実践し

てみた。本論文においても、その実践の内容と結

果を考察していく。

２．日本における『羅生門』に関する文

学研究と教材研究

『羅生門』に関する研究は日本だけではなく、

世界でも盛んに研究されている。また、『羅生

門』に関する研究は、今まで主に文学研究と教材

研究の二面から進んできた。本論文においても、

日本における『羅生門』に関する先行研究を文学

研究と教材研究の二面から考察していく。

２－1．『羅生門』に関する文学研究

『羅生門』は1915年、雑誌『帝国文学』十月号に

発表した。しかし、芥川が新潮社刊の『現代小説

全集』のために自ら執筆した年譜の中に「四年、

短編『ひよっとこ』を『帝国文学』四月号に、

『羅生門』を同誌十月号に発表す。世評未だ一言

をも加へず」と書いてある。芥川は『羅生門』よ

りさき、大正三年、『第三次新思潮』に『老年』

（五月号）及び戯曲『青年と死と』（九月号）を

発表している。『羅生門』は発表された作品では

第四作である。この作品の評価は、発表同時と芥

川が名声を博したあととではかなり違っている。

江口渙のように、「凡ての長所が自然に交錯して

現れて居る点で、その準処女作である『羅生門』

は推奨措く能はざるものである」とするような溢

美の言は、むしろ時を閲してからのことである。

しかし、『羅生門』は芥川にとっては、世評から

抹殺された肩身のせまい作品ではなかった。彼が

処女小説集に『羅生門』の名を冠したのは、その

自信の程を物語るものと見てよかろう。小説集

『羅生門』に、漱石の絶賛をあびて世評高かった

『鼻』も、期待をもって迎えられた『芋粥』も、

表題として冠することをしなかった原因につい

て、長谷川泉（1958:p.202）は「彼が作家生活の
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記念となるべき処女創作集に『羅生門』の名を冠

したのは、世評の無言の埋没からの発掘を企図し

たものであるよりは、矢張りこの作品にかけられ

た作者の愛着、満々たる自信を読み取るべきであ

ろうと思う」と述べている。宮坂覺（1989:p.

71）も『羅生門』に関し、「『羅生門』については

他評に左右されず好評の可能性を信じていた。」

と述べている。今までの『羅生門』に関する先行

研究では、ほとんど『羅生門』発表当時の様子に

触れている。というのも、最初の抹殺から名作に

なり、『羅生門』に文学価値を潜まないと、最終

的に認められないだろう。

『羅生門』の文学価値が認められてから、『羅

生門』に関する研究も盛んになってきた。『羅生

門』に関する研究に例を挙げればきりがないが、

ここでは簡単に『羅生門』に関する主な研究をま

とめてみる。

まず、『羅生門』の冒頭「或る日の暮れ方のこ

とである。一人の下人が、羅生門の下で雨やみを

待っていた。」に関する研究である。宮坂（1989:

p.71）は「しばしば、指摘されているように芥川

の作品には日暮れから始まる作品が多い。『蜜

柑』（大8）、『杜子春』（大9）、『神神の微笑』（大

11）などがそれである。」と述べるように、暮方

のはじめと芥川文学とのつながりの研究が従来な

されている。

第二に、従来の『羅生門』に対する文学研究で

は、作品の中の下人と老婆の心理闘争が中心的な

内容になっている。下人と老婆の心理闘争或いは

倫理闘争の内容は、文学研究の場合でも教材研究

の場合でもいままでずっと中心的な内容になって

いる。

第三に、『羅生門』を研究するには、今昔物語

の二つの話に出典した内容と古典との比較もよく

されている。長谷川（1958：p.203）は「『今昔物

語』の中に見出した娑婆苦と野性の美しさと

Human Comedyは、なんと巧みに彼の作品の中に換

骨奪胎され、新しい光彩を現じたたことであろ

う。」と述べている。従来の研究では、『羅生門』

における古典の改造と古典自体の比較が盛んにさ

れてきた。

最後に、何といっても『羅生門』の結び「下人

の行方は、誰も知らない」が魅力的である。初出

稿においては、「下人は、既に、雨を冒して、京

都の町へ強盗を働きに急ぎつ々あった」としてい

た。定稿のように改稿したのは、二年半余も経過

した大正七年七月に刊行した作品集『鼻』所収の

際であった。この改稿で、読者に無限な想像空間

を作ったといえる。

そのほかに、『羅生門』を創作する目的や『羅

生門』におけるエゴイズムや『羅生門』における

表現なども研究される対象となっている。

『羅生門』に対し、多くの視点から研究されてき

た。その文学価値が認められていると同時に、前

述のように、日本高校の教材としてもほとんどの

出版社に採用されている。もちろん、一文学作品

を教材として採用されるのは、文学価値と教材価

値があるためである。

2－2．日本における教材とする『羅生門』

『羅生門』を発表したのは1915（大正4）年の

ことである。横浜の富士見丘中学高等学校の教員

をしている阿武泉（2004）が、昭和25（1950）年

～平成14年（2002）年までの教科書を調査してま

とめた『戦後高等学校国語教科書データベース』

によれば、敗戦後の高等学校の教科書での「羅生

門」の採録数は、延べ134回にも及び、2位の

『鼻』が延べ40回に及び、高校教科書で圧倒的な

採録数を占めているといえる。

石原千秋（2006:pp.23-24）は『羅生門』の日

本における位置に関し、「高校一年生の『定番』

教材となっている芥川龍之介『羅生門』で、この

小説は教科書に収録する位置までほぼ決まってい

るのだ。だいたいにおいて、高校一年生用の国語

教科書の第一単元は入門的な随筆か軽めの評論が

置かれている。そして、第二単元である『小説』

のはじめの教材が、決まって『羅生門』なの

だ。」と述べている。石原はここで論じたいのは

日本の高校における時間的な配慮で、わざと『羅

生門』を一年の国語教科書の第二単元に置くとい

うことである。氏の話（2006：p.24）によれば、

「新入生を迎えて四月は忙しいし、慌ただしく過

ぎていく。ちょうど第一単元を終えたところで

ゴールデン・ウィークがやってくる。ホッと一息

つくことができる。予習もしたくないほど疲れて
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もいる。そこで、連休明けに学習する第二単元の

はじめに『定番』中の『定番』である『羅生門』

があると非常に助かるのだ。」。石原が『羅生門』

を高校一年の第二単元におく理由を時間的な配慮

とするのは、『羅生門』の教材価値を軽視する感

じがしないとはいえない。もちろん『羅生門』は

日本国語科の「定番」教材として、「教養科目」

の一つになっていると言えるが、『羅生門』の教

材価値を無視することはできないだろう。教材価

値と教材になる要素が欠けると、「定番」教材に

なる可能性がまずないだろう。

教材に関し、安居總子（日本国語教育学会『国

語教育辞典』，朝倉書店，2001：pp.91-92）は

「学習活動を営む学習者と指導者との間にあっ

て、教育の目標を達成するための材料を、『教

材』という。（中略）1960年代以降、学習者の学

習を重視する教材研究のあり方が問われるように

なり、教材は『学習材』と呼ぶべきだという論も

出た。」と述べている。さらに、「学習材とは、学

習者に、学習を成立させ、国語の力をつけ、国語

科の目標を達成するために準備されるもの・こと

のすべてをいう。」。教材になる要素について、氏

は「学習材化に当たってもっとも心を配りたいの

は授業構想時である。学習材とするものが、学習

者の学習を成立させられるか、学習内容・指導目

標達成に応じられるか、育てたい言葉の力が考え

られ、そのための言語行動や言語行動場面が設定

されるか、個々の学習者がテーマや目標を自覚し

て学習を進めていくのに適した学習コミュニケー

ションの場への見通しのなかにあるか、を考える

のである。」と述べている。西郷竹彦（1989：p.

17）も教材に関し、「優れた教材とは何か。まず

少なくとも、読者の想像力を刺激して、そこから

読者が豊かなイメージを創り得るものでなければ

ならない。そこからそのイメージがふかい意味と

いうものを生みだすものでなければならない。ゆ

たかなイメージ（ということは人間の真実と美を

表現するもの）とふかい意味を生みだすものが、

良い文芸教材ということになります。」。

教材になったあと、『羅生門』に関する授業実

践も盛んになってきた。伝統的な授業方法とし

て、『羅生門』における下人と老婆の心理闘争を

めぐる実践があるし、結びのところを学習者に想

像させ、下人のこれからの運命をめぐり、文章を

書かせる実践もある。また、井上雅彦（2001）の

ように『羅生門』をディベートの授業方法で取り

扱う実践もある。

以上の先行研究と実践からみれば、『羅生門』

は教材としての価値があるからこそ、多くの出版

社に採用され、「定番教材」と「教養教材」に

なっている。よって、日本語学習者として、日本

語話者とコミュニケーションするためにも、『羅

生門』を教材とする必要がある。また、日本にお

ける『羅生門』を文学研究と教材研究の面から考

察した結果、一作品として、いろいろな授業方法

を構築する可能性もある。『羅生門』を日本語学

習者の教材として採用される可能性と価値を研究

する前に、中国の大学日本語科における採用状況

をアンケートしてみた。

３．中国における『羅生門』を教材とす

る状況

今まで主に日本における『羅生門』を教材とす

る状況を分析してみた。それでは、中国における

『羅生門』を教材として採用される状況はどう

なっているだろう。本研究では、筆者は中国全国

の日本語学科を持つ大学を対象とし、アンケート

調査をしてみた。

3－1．調査対象と調査方法

本研究では中国教育部が公布したデータに基づ

き、日本語科を設置する中国の大学を対象とし、

アンケートを行った。アンケートの内容を分析す

る前に、まずアンケートを行う時間と方法を簡単

に整理する。

アンケートの時期：2007年４月15日～８月１日

アンケート方法：①日本語科を持つ全国の大学に

手紙でアンケート用紙を出す方法。②南京におけ

る大学の日本語学科長に集会やＥ－ＭＡＩＬで直

接お願いする方法。

アンケート対象数：141校

アンケート回収数：75

アンケート回収率：53.2％

アンケートの回収率を確保するため、アンケー

ト用紙を出すとき、返信用封筒を同封していた。
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回収率が高くはないが、回収地域からみれば、全

国の状況が把握できるといえる。回収率が高くな

い原因が次のいくつかあると考える。

①日本企業の中国進出が近頃ブームになっている

し、北京オリンピックと2010年の上海万博がある

ため、多くの大学日本語科の設置は最近のことで

あり、日本語科の指導者やシラバスの構築がまだ

不十分なところがある。例を挙げてみると、山東

省において日本語科を設置する大学数は20である

が、そのうち、2000年以後に設置されたのは16で

ある。

②普通郵便であるため、広い中国では郵送途中に

ミスが出る可能性もある。

今回のアンケート調査の回収率は53．2％だけ

であるが、全国の大学日本語科における『羅生

門』を教材とする状況が大体把握できたといえ

る。次にアンケート調査の内容を紹介し、結果を

考察していく。

3－2．調査内容と結果考察

教材としての『羅生門』採用状況を把握するた

め、以下の質問項目を設定した。本論文において

は、質問項目ごとに設定趣旨を説明しながら、調

査結果を考察していく。

① 貴日本語科の歴史は何年ですか。

中国の大学における日本語科の歴史を調査する

質問である。

回収した答えでは、結果は次のようである。

１年：７校 ２年：０校 ３年：７校

４年：12校 ５年：４校 ６年：４校

７年：５校 ８年：５校 ９年：０校

10年：２校 11年：１校 12年：２校

13年：３校 14年：３校 15年：１校

16年：０校 17年：１校 18年：０校

19年：０校 20年：１校 21年：１校

22年：０校 23年：０校 24年：１校

25年：１校 26年：０校 27年：０校

28年：２校 29年：０校 30年：１校

31年以上（31年～47年）８校 無回答：２校

以上の回答からみれば、日本語科の歴史が10年

以内になっているのは半分以上の48校である。中

国では、文化大革命があったために、1976年まで

の十年間の大学教育が中断され、2007年は大学入

学制度回復30周年になっている。1977年から大学

入学制度が回復し、全国の総合大学と外国語大学

で日本語科がだんだん設置されたが、設置する大

学数は多くはない。が、この10年で、総合大学は

もちろん、工業大学や農業大学のような単一大学

でも日本語科が設置されてきたようである。

② 貴日本語科では、高学年（三年、四年）で

『羅生門』を教材として使っていますか。

Ａ 使っている Ｂ 使っていない

『羅生門』を教材として使っているかどうかの

質問である。

回答によると、『羅生門』を教材として使って

いる大学数31校で、使う予定がある大学数は2校

である。また、『羅生門』を教材として使ってい

ない大学数は32校である。

以上の回答から見れば、全国の大学日本語科に

おいて『羅生門』をなんらかの形で教材とする大

学数はまだ半分しかない。

教材として使っても、精読か汎読か文学選択読

みかによって、授業の方法も違うはずである。

『羅生門』を教材として使う場合について、次の

③～⑥までの質問を設定した。

③ どういう形で使っていますか。

Ａ 精読教材 Ｂ 汎読教材 Ｃ 課外読み物

Ｄその他（ ）

先にも述べたが、『羅生門』を教材として使っ

ても、授業項目によって、授業方法が違うはずで

ある。こういう質問を設置し、『羅生門』をどう

いう科目で取り扱うかを調べたい。

アンケート結果からみると、73校の中で、「精

読教材」として使っているのは９校で、「汎読教

材」として使っているのは２校で、「課外読み

物」として使っているのは３校で、１校は使うか

どうかを迷って、無回答であった。あとの59校は

「文学選択読み」の授業項目で取り扱われてい

る。

精読教材の場合、語彙や文法の説明はもちろ

ん、文学作品の鑑賞も行うわけである。しかし、

「文学選択読み」の授業科目で取り扱われると

き、むしろ日本文学史における芥川を紹介するた

めであろう。

④ 日本人の先生が授業していますか、中国人の
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先生が授業していますか。

Ａ日本人先生 Ｂ中国人先生 Ｃ学生自分で独

学 Ｄその他（ ）

『羅生門』を教材として、日本人指導者と中国

人指導者によって、指導する方法と視点が少し違

うはずである。

アンケートの結果からみれば、日本人指導者が

『羅生門』を教材として使うのは８校で、学習者

に独学させるのは１校で、残る65校は中国人指導

者が『羅生門』を教材として使っている。

⑤ 『羅生門』を教材とする意義（価値）を述べ

てください。（多肢）

Ａ 古典への親しみがある。

Ｂ 文末の「下人の行方はだれも知らない」の

部分は興味深く、学生の想像力が生かせる。

Ｃ 関西弁らしい言い方が面白い。

Ｄ 内容（価値観、心理描写など）が面白い。

Ｅ 芥川龍之介の代表作だから。

Ｆ その他（教材とする価値を具体的に述べて

ください）

本質問を設定するのは、主に先行研究を参考

に、自分の授業実践に基づき、『羅生門』を教材

とする意味を調べるためである。指導者によっ

て、『羅生門』を教材とする価値に対する見方が

違うと思うため、本質問は多肢選択にしている

し、指導者の自由な見方を発表する「その他」の

欄も設定した。

アンケート結果からみると、『羅生門』を教材

として採用する32校の中で、答えは次のとおりで

ある。

Ａを選択するのは10校

Ｂを選択するのは３校

Ｃを選択するのは４校

Ｄを選択するのは18校

Ｅを選択するのは24校

Ｆを選択するのは１校だけで、答えは「構造や表

現も面白い。さらに映画『羅生門』や他の作、例

えば『藪の中』へも展開することができる」にな

る。

以上の回答から見ると、指導者が『羅生門』の

文学価値を重要視している（Ｄ）に代表されるよ

うに、明らかに芥川文学を紹介するために、『羅

生門』を使っているようである。言い換えると、

『羅生門』について、文学史における価値、或い

は芥川文学における価値は重要視しているが、教

材としての価値は重要視していないようである。

⑥ 『羅生門』を教材として授業するとき、難し

いと感じるところを教えて下さい。（多肢）

Ａ 古い言葉がある。

Ｂ 老婆と下人の会話部分の説明（文法とし

て）が難しい。

Ｃ 文末の「下人の行方はだれも知らない」の

部分は捉まえにくい。

Ｄ その他（内容を具体的に教えてください）

この設問は『羅生門』を教材とするとき、指導

者にとって、どんなところが難しいかを調べたい

調査である。アンケート結果からみると、『羅生

門』を教材として採用する32校の中で、答えは次

のとおりである。

Ａを選択するのは13校

Ｂを選択するのは12校

Ｃを選択するのは５校

Ｄを選択するのは６校

無回答も４校あるが、全部高学年をまだ持って

いなくて、授業実践したことがないため、答えら

れないようである。それに、１校は「難しいとこ

ろなし」と書き添えている。『羅生門』を精読教

材として使う場合、言葉を説明する必要がある。

しかし、『羅生門』においては、古い言葉がある

ため、中国人指導者はほとんど現代共通語を習っ

てきているため、古い言葉に対する説明に自信が

ないだろう。回答ではＡＢを選択する大学数が多

いということもこれを証することができるだろ

う。また、Ｄを選択したものには、以下のような

答えが出ている（答えはそのまま写す）。

「芥川の代表作として、文学上の鑑賞は難しい。

あらすじはそんなにおもしろくないからかもしれ

ないが、学生が興味がないようです。」

「『あざ』が頻出するのはなぜか？」

「芥川氏文学に流れているユニークな寓意・思考

を学生たちに分かりやすく解釈するのはわりと難

しい」

「『羅生門』で使っている言葉遣いと他の文章

（氏の）との比較分析をする場合。」
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「全体として、やはり暗い感じがあると学生のほ

うが思っている。好ききらいがある。」

「餓死になるか盗人になるかというストーリーは

強いられる（無理な）設定らしい。」

以上の考察から分かるように、中国の大学日本

語科において、『羅生門』を教材として使う大学

は半分しかないが、教材として使ってもほとんど

文学史を説明するため、或いは芥川文学を説明す

るためで、『文学選択読み』という授業科目で取

り扱われている。また、授業実践からみると、と

くに難しいと感じるのは言葉の説明である。それ

では、『羅生門』を教材として使っていない大学

の調査結果を分析していく。

次の⑦～⑧までは②でＢを選んだ方のみ回答して

くだい。

⑦ 貴学科で『羅生門』を教材として使っていな

い理由は何ですか。

Ａ まだ高学年の学生がいない

Ｂ 老婆と下人の会話部分の説明が難しい

Ｃ 教材としての価値が薄い

Ｄ 使っている教科書に収録されていない

Ｅ エゴイズムの内容は道徳思想教育に合わな

い

Ｆ その他（原因を具体的に教えてください）

日本語指導者として、芥川文学の代表作の『羅

生門』を知らない人はいないだろうが、なぜ教材

として取り扱われていないかを調べる設問であ

る。アンケート結果からみると、『羅生門』を教

材として採用していない32校の中で、答えは次の

とおりである。

Ａを選択するのは９校

Ｂを選択するのは１校

Ｃを選択するのは５校

Ｄを選択するのは18校

Ｅを選択するのは０校

Ｆを選択するのは６校

以上の考察から見ると、『羅生門』を教材とし

て使っていない原因は主に教科書の制限のようで

ある。教科書に収録されていないため、時間的に

は授業実践できないようである。そのほかに、Ｆ

には次のような答えが出ている。

「芥川には他にもいい作品がありますから」

「暗いので避けた。『鼻』のほうを選んだ。学生

の反応も『鼻』のほうがよかった」

「学習計画の中に入っていない」

「芥川の作品の中で『鼻』を教材としているた

め」

「学生の専攻は日本語＋ソフトウェアですので、

『羅生門』のような内容にたずさわる機会はほと

んどない」

などである。

⑧ 貴学科ではこれから『羅生門』を教材として

使う予定がありますか。

Ａある Ｂない Ｃ分からない Ｄその他

Ａを選択するのは５校

Ｂを選択するのは９校

Ｃを選択するのは15校

Ｄを選択するのは３校

調査の内容から見れば、これから『羅生門』を

教材として使う予定がある大学はただ５校であ

る、その５校はほとんどまだ高学年を持っていな

い大学である。これから使う予定がない、或いは

これから使うかどうか分からない大学は多い。Ｄ

を選択した大学は２校あるが、１校は「時間があ

りましたら、『羅生門』をも教材として使ってみ

ようと思っています」という答えを出している。

アンケートの最後の設問であるが、次のようで

ある。

「最後に教材として『羅生門』を扱うことについ

て、何でもいいので、書いていただければ幸いで

す。」

この設問に対し、以下のような答えが出てい

る。

「『羅生門』を教材として使用すれば、教室内の

勉強時間が少ないと思います。課外で読むことが

必要です」

「視聴教材として、映画を見せて、それについ

て、討論なり、質疑応答な授業形式には、使用で

きると思います。ところで、貴大学には、芥川の

他の作品（『鼻』など）は扱いませんか。私は

『羅生門』より『鼻』などが教材としては優れて

いると思いますが」

「日本文学の教材として、芥川の文学を紹介する

ために、芥川の『鼻』を選んだほうがいいと思い
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ますが。」

「この教材を今年の９月からの新学期から使うよ

うになっています。具体的な経験はまだありませ

ん。でも、芥川龍之介の代表作として、どうして

も学生に紹介してやりたのです。」

「私の大学は『羅生門』を教材として『日本文学

鑑賞』という授業に出る。学生たちはみんなその

大体の内容がわかるけど、具体的なのは知らな

い。日本語の教師としての私は『羅生門』の心理

描写などが面白いと思って、学生にわかるまで説

明しなければならない。」

「『羅生門』という小説は確かにすばらしい文学

作品ですが、日本文学という授業の一環として、

学生に教えるのはもう十分だと思います。わざわ

ざそれを教材として教える必要がないと思いま

す。」

「『羅生門』の内容によって、その時の日本の社

会のことがわかる。中国の魯迅先生の作品に似て

いるところが多いから。」

「芥川が明治・大正期の市民作家の代表として、

複数の力作をこの世に残したんですが、古典また

は中国へその創作の素材を求めるのは、氏の得意

なありかたになっているようです。で、テキスト

として、これを選ぶ場合も、学生たちへ中日比較

という示唆を与えたほうがいいかもしれませ

ん。」

「『羅生門』を教材として使う理由はあまりわか

らないのです。」

「『羅生門』は確かに日本文学に優れたものだ

が、教材としてはちょっと言葉の使いが古すぎる

とか、理解しにくいところがありますから、いい

とは思いません。ただし、日本文学鑑賞の授業で

学生に推薦して、読ませる値打ちがあると思いま

す。」

アンケートの答えから見れば、中国の大学日本

語学科における『羅生門』を教材とする採用率が

非常に低いといえる。まれに採用される大学が

あっても、『文学選択読み』という科目で接する

が、『精読』科目にほとんど取り扱っていないよ

うである。

また、『羅生門』に対する自由談からみれば、

中国での日本語指導者は教材開発理論に対する認

識がまだ浅く、日本現行教材に対する了解が少な

いといえるだろう。

４．授業実践

アンケート調査に先立ち、筆者は2006年９月18

日、20日、22日にわたる三回の６コマ（１コマは

45分である）で『羅生門』の授業実践を行った。

授業対象は当時の四年生（2003年度入学）一組の

32人。６コマで授業をするのは時間的にきつい

し、教科書に抄録されていないからである。『羅

生門』の授業をする前に、『羅生門』の本文をコ

ピーして学習者に配り、難しい言葉を自分で調

べ、文章を通読するように、事前予習を宿題とし

て指示した。筆者の授業実践における『羅生門』

授業のねらいと内容は次のとおりである。

（一）学習指導のねらい

１．芥川文学の特徴と近代日本の優れた小説に興

味を持ち、小説の要素を読み取る。

前にも述べたように、黒澤明の映画によって世

界的にも知られた、この『羅生門』の題名を知ら

ない日本人も中国人もあまり多くないだろう。さ

らに、『羅生門』を通して、芥川龍之介という作

家名を知らない人も多くない。『羅生門』といえ

ば、芥川龍之介が思い出せる、芥川龍之介という

と、『羅生門』が思い出せるほどである。よっ

て、『羅生門』の学習を通し、芥川文学を理解す

る重要な手がかりにもなっている。

また、小説として、『羅生門』は典範的な短編

であるといえるだろう。この小説を読んで、虚構

の世界に入りながら、小説の5W1Hという要素を身

につける。

２．作品の表現技法を理解する。

『羅生門』において、下人と老婆の心理闘争の

描写が注目されてきた。このほかに、下人と老婆

との対比的な外貌描写も注目すべきところであ

る。

３．作品の「読み」と「書くこと」との関連授業

を通し、学習者の総合的な力を育成する。

小説といえば、鑑賞する授業になりがちであ

る。先行研究からも分かるように、今の国語授業

は学習者の鑑賞力も求めているが、思考力も求め

られている。作品の「読み」を通し、「読むこ
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と」と「書くこと」と「聞くこと・話すこと」と

の総合的な授業で学習者の総合的な力を高めてい

きたい。

（二）学習指導の展開（表１参照）

（三）授業実践の考察

授業対象は南京工業大学外国語学部日本語科四

年生である。授業の展開は日本の先行文献を参照

しながら、南京工業大学外国語学部日本語科学習

者のレベルに合わせて展開した。授業展開は

（二）の表のようであるが、ここでは、授業内容

を考察してみる。

第１時に関する考察：

南京工業大学における日本語指導方法は、１、

２年のとき、文法指導を中心にし、３、４年のと

き、総合的な応用能力の育成を中心にしている。

今度の実践は四年生であるため、学習者が一定の

独学能力を身につけているといえる。『羅生門』

を事前に予習するよう指示したため、第１時の授

業展開では、言葉や文法を説明せずに、直接小説

構成要素を説明した上で、『羅生門』という小説

を使い、小説要素を確認する。特に日本でよく知

られる物語世界の５Ｗ１Ｈの要素の説明が学習者

によく受け止められているようである。さらに、

小説だけではなく、新聞記事、小説の要約などを

書く時も5W1Hの要素が大切であると説明した。さ

らに、日本文学史における芥川龍之介をも紹介し

た。

第２時に関する考察：

第２時の授業では、段落わけをしながら、老婆

と下人の心理闘争と変化の過程を確認しながら進

んだ。文学研究においては、老婆と下人の心理変

化が注目されてきたが、教材として『羅生門』を

説明する時、しいて指導者の意志に従わせるので

はなくて、学習者自身の考えを尊重する方法で進

んだ。また、本文の内容を確認すると同時に、文

中における描写も説明した。本実践では特に老婆

と下人の外貌に対する対比的な描写に注目した。

第３時に関する考察：

第３時の授業では、発展的な授業を念頭に置い

て、進んだ。小説の結び方、特に芥川文学の結び

方を紹介した上、日本の学習指導要領の内容を確

認し、『羅生門』を教材とする価値を指導者の見

方で説明した。さらに、学習者の思考力と想像力

を鍛えるため、第３時で『下人の運命』という題

目で、レポートを書かせた。回収した29人分のレ

ポートの中で、下人の運命について次のような見

方が出ている。

・下人がなくなった（12人）

・下人が盗人になった（６人）

・下人が自分の罪を反省して、新しい生活をつ

くった（５人）

・下人が奇遇で女の子と結婚して、幸せな生活を

している（１人）

・下人が羅生門に戻って、生活のため、老婆と一

緒に死人の髪の毛と抜けとる（１人）

・下人が和尚になって、自分の罪を反省する（１

人）

・下人が狂人になった（１人）

・下人がぼんやりして、転んでから、石とぶつか

るため、意識不明になった、さめてから自分が裸

になった（１人）

・下人がヤクザのボースになった（１人）

学習者にレポートを書かせるとき、どんな情報

も与えずに書かせた。そのうちの３人が自分の見

方のような小論文の形で書いたが、ほかの人は全

部物語を続けて書く形で書いた。レポートからみ

ると、「下人がなくなった」とする学習者が12人

いるが、なくなる原因がそれぞれであるが、主に

つぎのようである。

・飢え死に

・罪意識で自殺

・強い人にやられて殺された

・老婆の息子に発覚して殺された

・盗人としての名が高くなり、将軍に処罰され、

殺された

などである。レポートからみると、文法における

不自然の表現もあるが、学習者の思考力と想像力

を十分に鍛えたといえる。

最後に、『羅生門』を学習してから、学習者に

次の３つの質問を出して、学習者の感想を書かせ

た。回収した解答用紙は32人分である。

・問１．『羅生門』について、難しい点はどこで

すか

・問２．『羅生門』はわれわれ（日本語学習者）
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の教材とすれば、ふさわしいか、ふさわしくない

か

・問３．『羅生門』を通した芥川文学の特徴を述

べなさい

問１に対し、「心理変化の理解」「老婆と下人の

対話」「結局がない」「死人のものをとるのは不思

議」（中国では死人のものをとらない慣習がある

ため）などの答えが出てくる。

問２に対して、「ふさわしい」と答えるのは22

人で、「ふさわしくない」と答えるのは７人で、

残りの３人は「ふさわしいところもあるが、ふさ

わしくないところもある」と答えた。

「ふさわしい」と答える理由は主に次のようで

ある。

・日本の高校生の教養科目であるため、日本語学

習者として学習すべきである。

・日本の歴史や社会が理解できる教材である。

・芥川の代表作であるため。

・この作品を通して、学習者の想像力が鍛えられ

る。

・この文章をきっかけに、自分の善悪観をもう一

度考える。

「ふさわしくない」と答える理由は主に次のよう

である。

・小説における時代背景や心理描写は現実とはず

れている。

・心理描写が細かいが、小説としての鑑賞価値が

ない。

・「善」と「悪」をどう選択するかの問題は学習

者に悪影響を与える可能性がある。

・単語や表現が古い。

・文中における人物の動作や性格や心理変化が怪

しくて、理解できない。

・エゴイズムの理念が入っている。

「ふさわしいところもあるが、ふさわしくないと

ころもある」と答えるのは次のような理由であ

る。

・下人の生活態度がよくなく、学習者に悪影響を

与える可能性がある。しかし、人間性をよく考え

させる作品である。

・内容がいいが、表現のほうが実生活であまり使

わない。

学習し終わった後、学習者の率直な意見を調査

した３つの質問である。「ふさわしい」と答える

ほうが多いが、「ふさわしくない」と答えるのも

少なくない。日本語学習者の教材としてあまりふ

さわしくないところ、あるいは難しいところをど

のように改善するかは、今後の日本語教育者の考

えるべき問題である。

本実践では、筆者は総合的な授業方法で授業を

展開することを念頭に置いていた。文学作品とし

て、ただ文法と言葉を説明し、文章を鑑賞するだ

けでなく、授業するとき、文学の「読み」と「書

くこと」と文学史との総合的な授業をしてみた。

５．まとめと今後の課題

中国における大学の日本語科を対象とし、『羅

生門』を教材とする状況の調査からみると、中国

の日本語教育では『羅生門』を教材とする大学は

半分しかない。そのなかで、ほとんどは芥川文学

の代表作であるために「文学選択読み」という授

業科目で取り扱われている。

筆者の授業実践からみれば、『羅生門』を教材

とし、難しいところはあるが、「書くこと」と

「話すこと」などの結合で、多様的で総合的な授

業をつくる可能性がある。また、小説の典範とし

て、学習者に小説の要素を説明するいい教材であ

るといえるし、レポートなどの形で学習者の想像

力と思考力を鍛えることができる。

しかし、アンケート調査と授業実践からも分か

るように、日本語学習者の教材として、今後次の

ような課題を考えていかなくてはいけないだろ

う。

①日本語指導者の共同授業の可能性

日本語学習者の教材とする『羅生門』に対し、

指導者の専攻によって、指導方法がかなり違うは

ずである。文学専攻の指導者は『羅生門』の文学

価値を重んじて、文法の説明が苦手になるが、文

法専攻の指導者は『羅生門』における関西弁を現

代訳で訳す授業方法をとるかもしれない。よっ

て、違う専攻の指導者の共同作業で『羅生門』を

説明するチャレンジが望ましい。

②教材開発の問題

アンケートから分かるように、日本語指導者は
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主動的に教材を開発する意欲が弱く、現行教科書

に限って授業する傾向があるようである。日本教

育者として、積極的に日本の現在の教材論を研究

し、現行教科書の様子を了解して、多用な授業方

法で授業する態度が求められる。

以上の問題意識を持ち、これからの日本語教育

方法を探究していく。
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表１：学習指導の展開

時 限 目 標 学習活動 備 考

第１時

（１・２コマ）

１．芥川文学と日本近

代小説に興味を持

つ。

小説とはなにか。

小説の要素を知る。

作者を知る。

２．『羅生門』の構成

をとらえる。

１．日本近代小説に興味を

もつ。

①小説の特徴を振り返る。

②小説のあらすじをまとめ

る方法（５Ｗ１Ｈ）を紹

介する。

③芥川について、概略を知

る。

２．『羅生門』の構成をと

らえ、あらすじをまとめ

る。

１．『羅生門』をコ

ピーし、事前に

配って、予習する

ことを指示した。

２．国語便覧を使い、

日本近代文学史と

芥川文学を簡単に

紹介する。

第２時

（３・４コマ）

１．下人と老婆との心

理闘争を吟味する。

２．下人と老婆の外貌

描写を比較して、作

品を鑑賞する。

１．羅生門という舞台がど

のように描かれている

か。

２．下人の心理と羅生門と

のかかわりをとらえる。

３．下人の心理変化と老婆

とのかかわりをとらえ

る。

４．下人と老婆の対比的な

外貌描写に注目する。

１．この授業で、比

較しなら板書す

る。

２．段落わけをして、

各段落間の関係を

知る。

第３時

（５・６コマ）

１．小説（特に芥川文

学）の結び方を紹介

する。

２．小説の結び方と学

習指導要領とのかか

わりを紹介する。

３．総合的な授業方法

を検証する。

１．小説の結び方を紹介す

る。

２．この小説を教材とする

価値と日本学習指導要領

とのかかわりを知る。

３．学習者に「下人の運命」

という題目で小説を書き

続けさせる。

４．『羅生門』を教材とし

て学習者の感想を書かせ

る。

１．日本における『羅

生門』を教材とし

て採用する様子を

紹介する。

２．日本の高校学習

指導要領の内容を

紹介する。




